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TRECについて
　TREC（トレック）は、平成20年度にスタートした
「伝統技能の知財保護とその現代化」についてのプロ
ジェクトです。
　機械化による大量生産品の普及により、職人の高度な
技術によって作られる伝統的工芸品は徐々に生活の中で
使われなくなり、その結果、職人の仕事量が減り、長い
年月をかけて培われた技の伝承が途絶えつつあるという
状況が全国的に生まれています。銅器、漆器、木工、和
紙などの伝統的工芸産業を有する富山県においても、産
業の縮小化、職人の高齢化が進んでおり、その対策に
様々な取組みが行われています。
　TRECは、地域の行政・産業団体と連携し、伝統技能
の伝承、その知的財産化と保護、技能保有者の育成、伝
統産業の現代化などを主なテーマとして、運用可能なし
くみづくりに取り組んでいます。
平成23年度　活動目標
　活動4年目に当たる今年度の目標は次の三点です。
1）職人技の知財化・資源化
　伝統産業が有する職人技をデータベース化することで
知財化・資源化し、新領域創出機能を強化する。
　職人技データベースの知財活用についてワーキンググ
ループを立ち上げ検討する。知財化された権利の帰属や
収益化に結びつける仕組みも検討する。
2）デザインマネジメント人材の育成
　産業界・行政と共に、地域の若手層に、伝統産業の現
代化を考えるワークショップを開催し、新たなコンセプ
トの開発方法や流通経路等を検討する。また、芸文学生
に対し、日本の伝統技能を活かしたデザイン教育を検討
する。
3）職人技のブランド化
　産学官連携体制のもとで、伝統技能の技術体系化と知
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財保護を基盤とした職人技のブランド化への取組みを立
ち上げ、伝統的職人技の伝承・現代化および職人の後継
者育成を可能とするための検討を行う。
活動状況
　上記の活動目標に対し、具体的には次のような活動を
行ってきました。
1.　TRECフォーラム
　産学官に関わるそれぞれが、地域の伝統的職人技の継
承（体系化・知的財産化）・現代化・人材育成などの問
題を共有し、産学官連携への理解を深める場として、
フォーラムを開催しました。主催者からのプレゼンテー
ションとして、伝統的職人技を活かした新しい領域創成
をイメージした舞台芸術作品を上演し、その後、高岡市
長と富山大学長、コーディネーターによるシンポジウム
を行いました。
　開催日／平成23年3月3日
　会場／ウィング・ウィング高岡
　　　　生涯学習センターホール
第一部　プレゼンテーション 
―音と金属の新しい世界―「融点」
　構成・演出・ダンス：福本まあや
　サウンド：椎啓（作曲家・演奏家）
　彫刻作品：中村滝雄
　プロデュース：前田一樹
第二部　シンポジウム
　 「伝統的職人技の継承（体系化・知的財産化）・現代
化・人材育成について」
　髙橋正樹（高岡市長）
　西頭德三（富山大学長・当時）
　コーディネーター：前田一樹
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　プレゼンテーションは、TRECの提示する「新しいも
のを生み出すために、まず既存のイメージから自由にな
る」という考え方の具体的な例として、「音そのもの、
存在そのものに気づく」ことに焦点を絞って制作しまし
た。舞台装置に用いた和紙作品は、高岡開町400年を記
念し制作されたものです。彫刻作品「ノイズより」も、
本作とは独立して制作された作品で、金属の持つ可能性
やエネルギーを観客と踊り手に伝える装置として用いら
れました。このような装置の中で演奏者と踊り手が、い
くつかの取り決めを元に即興で上演を行いました。参加
者は既存のイメージから解放された音に向き合うととも
に、「音と金属の関係」を捉え直す機会を得たことと思
います。
　シンポジウムでは、高岡の銅器産業についての議論が
行われました。髙橋市長は、職人について「高岡のアル
ミ産業を生み出したのは同地の鋳物産業で、職人たちの
挑戦や革新性が根底にある」と指摘し、これからのあり
方として、「文化を守るためには形ではなく革新性を受
け継ぐことが必要」、「高岡の銅器が町の中で見えてこ
ない。ブランド化には「高岡ならでは」の点がどこかに
ないといけない」と発言されました。西頭学長からは
「職人技を残すには、新しい需要を開拓しなくてはいけ
ない。温故「創」新である。役割分担を明確にし、行
政、大学、産業界が目標に向かって能力を出し合うこと
が望ましい」と、産学官の連携についての意見が示され
ました。
2.　職人技のブランド化
　地域との連携、近代化された伝統工芸の創成を目指
し、地域の伝統的工芸関係団体、地域行政機関と協議を
重ねてきました。文化的側面から職人技を価値化（ブラ
ンド化）し構築するため、産学官が協力し、伝統的職人
技の伝承・現代化及び後継者育成を持続可能とする仕組
みとして、平成23年5月、「高岡地域職人技のブランド
化推進協議会」を設立しました。
　本協議会は、高岡地域の伝統技術・技能の保存・継承
に関する事業等を実施、あるいは補完する行政、大学、
産業団体が連携協力し、職人技の保存・継承、後継者の
育成及び文化財の修理・修復事業等を通して、伝統的職
人技のブランド価値を高めるための事業の調整と推進を
目的に活動を行っています。
　9月に開催された第2回評議会では、民俗文化財修理に
ついての事例紹介、各構成団体の活動状況報告が行わ
れ、修理事業のあり方や後継者育成についての意見交換
が行われました。
職人技のブランド化構想の概念図
p.42　TREC フォーラム / プレゼンテーション
p.43 上　TREC フォーラム / シンポジウム
p.43 下　 彫刻作品：中村滝雄
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3.　ワークショップの開催
　デザインマネジメントによる伝統的工芸の現代化製品
を創出する実例の一モデルとして、高岡銅器と関連が深
い「金属と音」をテーマに据え、学外のデザイナーと連
携し、音の出る装飾品の開発を行ってきました。科学的
解明によって職人が良い音色とする音の共通性を生かし
た製品技術に関し、音を新たな選択肢とする金属小物製
品の音付与デザイン・設計システムに関する特許を出願
しました。平成23年度は、音付与デザインの製品開発に
ついて、地場へのデザインマネジメント移管の試みの一
環として、技術を鋳造からプレス加工に変えて、地元企
業と開発を進めています。
　平成23年6月から10月にかけて、「職人技コンセプト
開発ワークショップ」と題した全5回のワークショップ
を実施しました。伝統産業関係の社会人、行政関係者、
学生合計25名が参加し、職人技を使った新たなコンセプ
トの開発に取り組みました。参加者は3つの仮想会社に
分かれ、それぞれの強みを活かして提案をまとめまし
た。地場の社会人と学生が共に課題に取り組む中で、イ
ンターネットツールをコミュニケーション手段として用
い、会合を重ね、社会人から学生に現場見学ツアーが提
供されるなど、多くの展開を見せました。
4.　職人技の知財化・資源化
　平成21-22年度にかけて、知的財産化の具体的な方法
を検討した結果、以下の効果を生むことを目的として、
製造業で使用されるQC（Quality Control：品質管理）工
程表の作成方法にのっとって記述し、技能要素ごとに
データベース化することとしました。
・ 技の所有者以外の人にも見えるようにする（「見える
化」）ことで、技の効率的伝承・教育や保存を可能と
するとともに、他の職人や他分野との交流を活性化す
ることで新分野・新商品開拓へとつなげる。
・ データベースとして整理する過程で、職人が無意識的
に行っていた工程を意識化して、その意味などを検討
できるようにするとともに、伝承・教育において工程
の抜け落ちや記憶による間違いを防止する。
・ 工程を整理して見直すことで、合理的な作業の流れへ
と改善し、ムダの排除や品質向上へとつなげる。
・ 固有の技の開示・非開示を検討する過程でノウハウ部
分を特定し、技の持つ強みを認識して知財による権利
化や保護などを検討できるようにする。
　モデルケースとして、約150の工程を含む双型鋳造法
による梵鐘製作のQC工程表を作成し、その作業に基づき
つつ、全体構成や作業手順を一般化した、データベース
化するためのQC工程表作成マニュアルを完成させまし
た。
　平成23年度はこの工程表及びマニュアルに基づき、金
属製品の製造工程だけでなく、製作道具について、また
漆芸の工程について記述を進めるとともに、文化財修理
工程の記述についても検討を始めました。
45Bulletin of the Faculty of Art and Design, University of Toyama, Vol. 6, February 2012
5.　他地域調査
　他地域における伝統工芸の現代化、知財保護の実例に
関する知見を集める事を目的として他地域調査を行って
います。
　松栄堂は300年の歴史を持つ香の老舗であると同時
に、香を新しい形で現代に提案するインセンスブランド
としてLisnを展開しています。畑社長と面談し、革新的
な展開に至った経緯やその目的、また伝統産業、文化に
対する思いを伺いました。
　京都造形芸術大学、京都精華大学、北陸先端科学技術
大学院大学、広島市立大学では、それぞれの大学における
知的財産の取扱い、産学官の連携、伝統的工芸に対する取
組みなど具体的な事例について意見交換を行いました。
体制
　平成23年度におけるプロジェクトの主なメンバーは次
のとおりです。
 〈富山大学〉
芸術文化学部：前田一樹　近藤潔　林暁　矢口忠憲
　　　　　　　清水克朗　小川太郎　福本まあや
地域連携推進機構　産学連携部門：石黒雅煕　小竹望
　　　　　　　　　　　　　　　　東田真由美
研究振興部　社会貢献グループ：入井博　森本直幸
 〈学外関係者〉
向井周太郎（武蔵野美術大学　名誉教授）
廣瀬禎彦（121works合同会社　代表）
酒井俊彦（住友金属テクノロジー株式会社　社友）
日高一樹（日高国際特許事務所　所長）
竹村譲（プラネックスコミュニケーションズ株式会社　顧問）
御手洗照子（有限会社　T-POT　代表）
丞村宏（八戸工業大学　客員教授）
 〈協力団体〉
高岡市経営企画部、高岡市産業振興部
富山県総合デザインセンター
高岡市デザイン・工芸センター
高岡地域地場産業センター
高岡商工会議所
高岡地域文化財等修理協会
高岡銅器協同組合
TREC ロゴ
TREC の T は、富山／高岡の頭文字
であり、銅器職人が使う「つち」を
表しています。R は根源［Root］、E
は［Earth/Eco］、C は開墾［Cultivate］
の頭文字であると同時に、REC は、
再 生 [Re-Creation]、 そ し て 記 録 す
る［Recording］という意味にもつ
ながってゆきます。
 D： 前田一樹
p.44 上左　コンセプト：音と人・音と暮らし
p.44 上右　ワークショップ / 現場見学ツアー
p.44 下　ワークショップの様子
p.45 上　ワークショップ / 3 社のプレゼン
p.45 中　松栄堂の線香製造工程
p.45 下　京都精華大学での事例調査
■キーワード
うまく捨てられるものづくり
BigJun
「もっと消費したい！」
気持ちに応える
新しい循環型消費システム
What’s ハネジウム「Hj」
様々な合金比率の「銅」を
見境なく混合する
世界に一つしか
存在しない素材
■キーワード
ものを作らないものづくり
GAL Global and Local
人が巡り、ものが巡り、
想いが巡る仕組み
■キーワード
時間と感情を軸とした
新しい博物館
マグナ
歴史に息づく「こころ」を
抽出し、現代と結びつける
帯素材のリボン
「 　　　　　　」
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